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This paper aims to understand the process whereby university enrollment disparities appear 
in senior high schools in China, by shedding light on their university entry strategies according to 
standard scores. 
To achieve this goal, we classified 11 senior high schools in Lianyungang City, Jiangsu 
Province, China, into three levels (high, medium and low) according to their standard scores. 
In addition, semi-structured interviews were conducted with a total of 20 participants including 
students, parents or legal guardians and teachers. 
As a result of our research, we have identified a link between entrance strategies of individual 
schools and their respective standard scores. The entrance strategy of high-level schools can be 
said to be "grade-centered" because special entry plays a secondary role to academic grades. While 
medium-level schools place emphasis on academic grades to maintain the school’s reputation, 
they also need to stress special entry for subjects such as art and physical education to raise the 
admission rate of their students into four-year universities. It is possible to describe their university 
entrance strategy as a combination of “academic grades and art and physical education.” Low-level 
schools tend to focus on special entry and abandon university entrance by means of academic 
grades. Thus, these schools are “arts-centered.”
In this way, in order to raise admission rates into four-year universities, senior high schools 
take into consideration factors like students’ grades, entrance examination policies and different 
educational resources allocated according to key school policies and establish different university 
entrance strategies. Students who enter different senior high schools are exposed to different 






































































　2.1   調査方法
　2.2   調査地
　2.3   調査概要
Ⅲ　高校ランクによる異なる進学戦略
　3.1   学習時間からみる時間管理と生徒管理の戦略
　3.2   習熟度別学習からみる資源配分戦略
　3.3   大学進学率に直結する戦略












































































　2016 年度の一人当たり GDP は、全国平均で人民元
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5 万 3,980 である（中華人民共和国国家統計局 2017）




　2.3   調査概要
　筆者は 2016 年 10 月～ 11 月に、中国江蘇省連雲港
市の高等学校（5）11 校を偏差値（6）により「上位校」4 校、
「中位校」3 校、「下位校」4 校の 3 層に区分し、その
生徒 8 名及び保護者 6 名、教師 6 名、計 20 名（7）を対









学校属性 学校 生徒数 保護者数 教師数
上位校
A 校 1 ― 1
B 校 1 1 ―
C 校 1 ― 1
D 校 1 2 2
中位校
E 校 1 ― ―
F 校 ― ― 1
G 校 ― 1 ―
下位校
H 校 1 1 ―
I 校 1 1 ―
J 校 1 ― ―




点－500 点（公立普通高校の入試合格最低点は 450 点
とされている）の高等学校を下位校とする。
　調査対象の属性からみると、上位校計生徒 4 名、保
護者 3 名、教師 4 名である。中位校計生徒 1 名、保護
者 1 名、教師 1 名である。下位校計生徒 3 名、保護者
2 名、教師 1 名である。具体的には、表 1 のようにな
る。
　A 校の生徒は生徒 A、教師は教師 A；B 校の生徒は
生徒 B、保護者は保護者 B；C 校の生徒は生徒 C、教
師は教師 C；D 校の生徒は生徒 D、保護者は保護者
D1 と保護者 D2、教師は教師 D1 と教師 D2；E 校の生
徒は生徒 E；F 校の教師は教師 F；G 校の保護者は保
護者 G；H 校の生徒は生徒 H、保護者は保護者 H；I
校の生徒は生徒 I、保護者は保護者 I；J 校の生徒は生
徒 J； K 校の教師は教師 K と表示する。そのうち、生





教師 A 教師 C 教師 D1 教師 D2 教師 F 教師 K
教師歴 13 25 25 11 8 10
表 3　 C 校、F 校、K 校の学校学習時間
C 校 F 校 K 校
朝読書 7:00-7:30 7:10-7:40 7:10-7:40
第 1 時限 7:40-8:20 7:50-8:35 7:50-8:35
第 2 時限 8:30-9:10 8:45-9:30 8:45-9:30
第 3 時限 9:30-10:10 10:00-10:45 10:00-10:45
第 4 時限 10:25-11:05 10:55-11:40 10:55-11:40
第 5 時限 11:15-11:55 14:00-14:45 14:00-14:45
第 6 時限 14:10-14:50 14:55-15:40 14:55-15:40
第 7 時限 15:00-15:40 16:05-16:50 15:50-16:35
第 8 時限 16:05-16:45 17:00-17:45 なし
第 9 時限 16:55-17:55 なし なし
夜の自習（1 限） 18:30-19:40 18:50-19:35 19:00-19:40
夜の自習（2 限） 20:10-21:50 19:50-20:35 19:50-20:30
夜の自習（3 限） なし 21:00-21:50 20:40-21:20
学習時間合計 9 時間 40 分 8 時間 50 分 7 時間 45 分
毎週の休み時間 土曜日の午後と夜 日曜日の午後（半日） 日曜日の 1 日
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Ⅲ　高校ランクによる異なる進学戦略
　3.1   学習時間からみる時間管理と



















　表 3 から、上位校 C 校、中位校 F 校、下位校 K 校
の順で学校学習時間が下がっていく傾向が見られる。














































































ろう。表 4 に基づき、試算すると、F 校の上位クラス













　3.3   大学進学率に直結する戦略
　中国の全国大学統一入学試験は、毎年の 6 月 7 日・












表 4　2016 年度 A 校、F 校と I 校の 4 年制大学進学状況（一般入試枠）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （人）
A 校 F 校 I 校
1 学年の生徒数 1400 1000 400
上位クラスの生徒数 450 100 ―
上位クラスの 4 年制大学進学の生徒数 ほぼすべて 20 ぐらい（20％） ―
普通クラスの生徒数 950 900 ―



































　表 5 によって試算すると、文系における重点の 4 年
制大学への合格率は 7.2％であり、普通の 4 年制大学
の合格率は 21.1％である。一方、理系における重点の
4 年制大学の合格率は 16.4％であり、普通の 4 年制大











（学年全員 400 人）だけです。なぜなら、A 校の入試
合格最低点は 696 点ですが、うちの学校の入試合格最








表 5　2016 年度江蘇省の大学の受験者数と募集人数　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（人）
文　系 理　系
大学受験の受験者数 102,819 193,637
重点の 4 年制大学の募集人数   7,424  31,772






























調べてみた（図 2 ～ 5）。







＊図 2 ～ 5 の単位は万人、出典は江蘇省教育考試院データより筆者作成（12）。
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枠の 2 倍か 3 倍となっているため、経済的投資が必要
とされる。ここから分かるのは、特別枠の受験は家庭
環境と密接に結びついているということである。



































表 6　2016 年度 A 校、F 校と I 校の 4 年制大学進学状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （人）
A 校 F 校 I 校
1 学年の生徒数 1,400 1,000 400
一般入試枠で 4 年制大学合格の生徒数 1,200 20 0 か数人









































































































 （http://www.moe.gov.cn/jyb_sjzl/sjzl_fztjgb/201707/t20170710_309042.html　2018 年 10 月 20 日アクセス）
（2） 中華人民共和国教育部（2016）「中国高等教育質量報告公布」
 （http://www.moe.edu.cn/jyb_xwfb/xw_fbh/moe_2069/xwfbh_2016n/xwfb_160407/160407_sfcl/201604/
t20160406_236891.html?authkey=uwkgr　2018 年 10 月 20 日アクセス）
（3） ここでいう重点大学は「211 工程」大学のことであり、ここ以外の重点大学は重点 4 年制大学のことを指す。
ここでいう一流大学は「985 工程」大学のことである。
 蒋（2011:57）によると、「211 工程」大学は中国教育部が 1995 年 11 月に定めたものであり、21 世紀に向
けて中国の 100 の大学に重点的に投資していくとしたものである。教育レベルを向上させて優秀な人材を
育成するためである。それまでの「国家重点大学」という言葉に取って代わった。普通大学が 109 校、軍
学校が 3 校、合計 112 校がある。
 「985 工程」大学は中国教育部が 1998 年 5 月に定めたものであり、世界の一流大学と世界的な知名度を持っ
た研究型大学を目指し、211 工程大学から選ばれている重点大学に投資していくとしたものである。江沢
民国家主席（当時）が 1998 年 5 月 4 日、北京大学の創立 100 周年記念式典で、初めて世界に向けて宣言した。
普通大学が 38 校、軍学校が 1 校、合計 39 校がある。




点大学は二本大学（普通 4 年制大学）のこと、重点大学は一本大学（重点 4 年制大学）のことである。
 九州大学北京事務所のホームページを参考　
 （http://www.kyushu-ucn.net/html/____/____su_/2016/0708/3181.html　2018 年 8 月 15 日アクセス）
（5）高等学校は、学科によって普通科高等学校と職業系高等学校に分類されている。職業系高等学校において、








（8）連雲港日報社（2016）「連雲港市 2016 年高中段学校録取分数線公布」2016 年 6 月 29 日掲載
 （http://www.lyg01.net/news/lygxw/2016/0629/55750.shtml　2018 年 7 月 4 日アクセス）
（9） H 校において、休憩時間 5 分間と 1 コマの授業 45 分間の観察を行った。D 校において、授業の観察は断られ、




 （http://www.spc.jst.go.jp/education/higher_edct/hi_ed_3/3_2/3_2_1.html　2018 年 8 月 24 日アクセス）
（11） 江蘇省教育庁（2015）「2016 年普通高考及学業水平測試報名工作順利結束」
 （http://www.ec.js.edu.cn/art/2015/11/12/art_5161_183165.html　2018 年 7 月 6 日アクセス）　
 江蘇省教育考試院（2016）「2016 年江蘇省普通高校招生計画簡況」
 （http://www.jseea.cn/contents/channel_173/2016/06/1606231438446.html　2018 年 7 月 6 日アクセス）
（12） 江蘇省教育考試院（2012-2018）2018 年 10 月 24 日アクセス
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